
平成 27年度

消防団闘自主防災組織実態調査報告書

【概要版】

平成27年 12月

三重県

巨ヨ

／ 



掴目次

1.調査概要．……….......…一一 一・・・・・・・・ ..…・・・・・・・・・・・…“...............・H ・－－一一....................…..1 

1 1. 調査の目的…・…・ー一ー一…ーー一.....“…ー……………… 一一…“一… ……… 1 

1-2. 調査方法.......・E・－……………....・o ・－－…......一………一一………一一一一一一…....一一一 1

1-3. 調査票の配布と回収について……………・…一一－…・ ………………………一一 1

1-4. 報告書の見方． ……………ーー…一一......一一・………“ ー…ー・・・・・・・・・ 1 

2.調査結果…・・・…一一…“一….........一一日……… ………・…・・・・・・・・・・ーー….....・H ・E・E・－－－－－ … 2 

2-1. 単純集計結果（消防団）………一 .......ー…一一一－－ －…………………・一一 2

2 2. 単純集計結果（自主防災組織）… ー………….....・H ・－一一………－……ーー一…・ー .10

2-3 比較集計結果…－…・・一一ー……ー…....・H ・...………......…ー…一一…・…一一一…25

( 



1 調査概要

1-1. 調査の目的

本業務は、消防団、自主防災組織の活動や消防団と自主防災組織の連携の現状を明らかに

するとともに分析を行い、その阻害要因や課題等を把握し、今後、地域防災カ連携強化促進

事業を進めていく上での基礎資料とすることを目的とします。

1-2. 調査方法

調査対象は、消防団（消防分団単位）と自主防災組織とし、それぞれ平成 26年4Jl 1日か

d ら平成 27年 3月31日までの直近 1年間の取組状況について、アンケート調査を実施してい

ます。

1-3. 調査票の配布と回収について

調査票の配布と回収数については表 1-1のとおりとなっています。

表1-1 アンケート配布数と回収数

配布数 回収数 回収率

消防団（消防分団） 440 377 85. 7% 

自主防災組織 3,635 2,292 63.1% 

1-4. 報告書の見方

0 比率は全てパーセントで表し、小数点第2位を四捨五入して算出しています。その

ため、パ｝セントの合計が 100.0%にならない場合があります。

0 基数となるべき実数は「nJ（回答者数）として掲載しました。したがって比率は、 n

を100%として算出しています。

0 複数回答が可能な設問の場合、その項目を選んだ人が、回答者全体のうち何%を占

めるかという見方をします。したがって、各項目の比率の合計は、通常 100%を超え

ます。

0 消防団アンケートの間1は氏名と住所、問2は所属であるため、また、自主防災組

織アンケートの問1は氏名と住所、問2は所属、関3f土管轄する消防分団名であるた

め、本報告書では省略しています。
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2. 調査結果

2-1. 単純集計結果（消防団）

＜消防団活動について＞

間3 地域の自主防災組織から消防団に期待されていることは何だと思いますか。

［該当するものすべてを選択〕

「i出火に関する知識や技術を教 回答者数（00377)
韓国筈数仰01.535) 附

＇＂‘ ＇＂省 叫

えることj が 67.9%と最も高く、
防提に国する基躍知鹿を教えること

次いで「防災に関する基礎知識を教
消火に障する知誌や技街を教えること

えること」 (56. 0%）、「自主防災組
救出・救護，，闘する知識や控拒を教えること＂＇＂＇守出 l円.，，•.• , ..主E』主主語P司王；l3S..B'l

織の活動に積極的に関わることJ
責笹材白盈担い方法を教えること［石d•;, .. ；；ユて＇＇・＇＂＇＂＇＂＂＇＇＂＇＇＇ γ.，，，.. ，，，.『＇I"-''

(52. 0%）の順となっています。従

来の訓練実施に加え、消防団の半数（ 閣時金昨隠する1<---"<"Hcc1;;r;,,;••-,;·;7•;cc;•;s1,,." 

以上におし、て、自主防災組織との積 輔の怠輔選曲危技師など暗殺を教えるニと k•·＂＇＇＇＂＇＂＇＇＇臨＇＇＇＂：当：＇＇＂＂·＇＂＇＇'i何回

極的な関係構築を意識しすごいるこ

とがうかがえます。 自主防荒組織の活動に積極a制こ圏わること 1；，；；再三；出語n日忠臣＂＂呈；トミ主 l誌きケ』i::fa.目見

地培の行事1二参加するなど住民と由主主をすること

その他

＜自主防災組織の理解について＞

問4 あなたの地域の自主防災組織がどのような訓練を実施しているか、わかる範囲でお答え

ください。［該当するものすべてを選択〕

「消火・放水訓練Jが 66.3%と ｜回答者数（0°377)

最も高く、次いで「避難訓練J

( 63.下%）、「応急救護訓練」

(40. 3%）の順となっています。一

方、「どのような訓練を実施してい

るのかわからないjという意見も

10.9%を占めています。

＊＂回答数（ N=1.263》
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問5 あなたの地域の自主防災組織に課題があると思いますか。［いずれか1つを選択〕

「あるJという認識が 57.8%と半数以上で持たれている一方で、課題の有無が「わからな

し、」との回答が 32.9%と高い状況になっています。

回答者数（n=377)

0.5克

57.8% 

仁王 図ない 図わからない 口無問答

問6 問5で「①あるj と回答された方にお聞きします。それはどのような課題だと思います

か。［該当するものすべてを選択〕

「マニュアルが整備されていなしリが 43.1%と最も高く、次いで「自主防災組織だけの活

動では限界があるJ(42. 7%）、「訓練ができていなしリ（37.2%）の順となっています。

回答者数（n=218)

総回答数（N=477)

自練ができていなし、

マニュアルが整備されていなし、

発提降に的確な指示が出せない

活動て守る人がいない

自主防提純績だけの活動明ま臨界がある

自主匝盟組描そのものに参加する人がいない

その他

。%

祭田害 i: la.国

20活 4G略 60鳴 80% 

37.2覧

43.1覧

4V覧
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＜消防聞と自主防災組織の関わりについて＞

防7 あなたの分間は、地域の自主防災組織とどの程度関わりがありますか。

〔該当するものすべてを選択〕

「地域で一緒に訓練を実施して｜回答者数（＂＝ 377)
まま回答数制＝585)

いるj が 56.0%と最も高くなって

いる一方、 「日頃から防災等につい

ての話し合いをしている」は9.。%、

「災害持の役割分担を決めているj

は 6.1%と低く、地域の自主防災組

織との関オコりがないと判断される l

f地域の自主防災組織役員と面識 i

はあるが、防災について話し合った

り、一緒に活動したことはないJと

「地域の自主防災組織と面識がな

いJの回答は、合わせて 35.5%を

占めています。

？ 

絶院でー相二割憎を妥結しu、る

日頃から防災等についての話し合いをして了いる

自主防災組織役員を兼ねてL喝メン，号がいる

災害時の役割分担を決めて1いる

制緩こ限らず、地峨の様々な活動を一緒に行って1いる

地績の自主防災組織役員.！：iii訟はある＂＇・防災について話し
合ったり 劉こ活動したことはない

地域の自主防災組敏役員と函織が2品、

その他

無回答

。省 甜

／ 

4凶 ＇＂覧

関£甜

悶8 今後、消防団と自主防災組織が共同で取り組むべきと考える訓練の内容をお答えくださ

い。［該当するものすべてを選択〕

「避難訓練Jが 62.9%と最も高 ｜回答者数（＂＝ 377)

く、次いで「消火・放水訓練j

(52. 3%）、「災害時要援護者の避難

支援訓練」（48.3%）の順となって

います。

総回答数（N=1.643) 開

特こなか 1::11.6‘
無回答帥1錨
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＜避難誘導・広報について＞
、
~ 

問11 下記の災害リスクについて、そのリスクの度合いを分団で把握していますか。

〔それぞれの項目について、いずれか1つを選択〕

“リスクを把握している”では

「洪水による浸水Jが 63.4%と最 j 。包

も高く、次いで「火災延焼」（52.5%）、［軸による跡岡市

「土砂災害J(42. 4%）の煩となっ

ています。
｜岨こよる制問m

また、“リスクを把握していない”
寓諸による漫水（n-~7η

では「地震による液状化Jが52.5% 

と最も高く、次いで「火災延焼j
士号災害到~＂η

(43. 8%）、「土砂災害J(38. 5%) 洪水による浸水b司7η

の順となっており、“リスクがない”

では「高潮による浸水Jが 45.6%I 
火災延焼:(n=37η

と最も高く、次いで「津波による浸

水」（43.8%）、「地震による液状化J

(22. 0%）の順となっています。

日孟瓦瓦~孟広瓦副
間 40鴨 WO：地醐 ＇°併

,,. 

問12 間 11で「①摂援しているj と回答された方にお開きします。災害リスクについて、

そのリスクの度合いを地域内で情報共有していますか。

〔それぞれの項目について、いずれか1つを選択〕

情報共有している割合は、「津波

による浸水」が 68.5%と最も高く、

次いで「洪水による浸水J(67. 4%）、

「高潮による浸水J(67. 0%）の）I買

となっており、全ての項目で過半数

以上が情報共有している状況です。

一方、「地震による液状化j

(42. 7o/o）及び「火災延焼J(40. 4%) 

では、およそ4割が情報共有できて

いない結果となっています。

津波こよる混オ《n=14同〉

地震による護状化（n=75)

高潮こよる遣水炉1凶｝

土砂災害（n"'16目）

洪水こよる浸水（~ZOO)

火災＂相 n=198〕

5 

l割情報共有し叫 園情報摘し吋い 答百回無ロ
。拓 20巴 "" 

間

"' 
？醐

0.7省

，，鳴

2刷

7.0省
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問14 地域にある危険箇所や避難所などについて、分自で情報を把握していますか。

〔それぞれの項目について、いずれか1つを選択〕

「避難場所（災害種類別） J及び「避
剛健山喝 富雄日い品、 ロ竺竺J

難所（災害種類別） Jについては 8

割以上が把握しているが、「福祉避

難所j及び「避難経路」は半数以下

であり、とりわけ「福祉避難所Jの把

握については 3割にとどまってい

ます6

。‘ ＂‘ 40量 B凶 S剖 mo覧

危駿箇所。手37刀

遭難場所｛災害種類閥幹37η

遊業所｛災害種類罰則（吟胃37η

領銑選銭前作0377)

霊祭華経路栴377)

エ

問15 問 14で「①把握している iと回答三島主乏にお聞きします。地域にある危険箇所や

避難所などについて、地域内で情報共有できています方、

〔それぞれの項目について、いずれか1つを選択〕

己竺.＂：：：＇：＇泊 同情報共有していない 型到

a7刻

情報共有している割合は、「避難

場所（災害種類別）」及び「避難所（災

害種類別） Jがともに 80.1%と最も

高く、その他の項目もすべてが 7割

以上となっています。

40% sa満 10凶

一方、ほぼすべての項目で情報を

把握していても共有しないという

回答が、およそ 2害！となっています。

;3 

危険箇所（n--229)

遜縁者所（災害種類別川手＂ η

避難所（災害種類別）（n=316)

植松選鍾所（n=110)

J守

避隷経路{n=17~ ）

6 



＜役割分担について＞

問19 発災時または発災時に備えるための以下の活動について、次のどの組織が実施するこ

ととなっていますか。 〔どこが実施するのか不明もしくは決まっていない役割については「未

定」を選択。〕

“自主防災組織”では「初期消火（消火器、パケツリレー）Jが55.2%と最も高く、次いで

「要援護者の把握J(32. 1 %）、「要援護者の避難活動支援J(31. 3%）の順となっています。

“消防町’では「見回り、火災の警戒」が 74.3%と最も高く、次いで同数で「消火栓、防火

水槽の位置の把握J及び「水防活動（士のう穣み）」（67.6%）、「初期消火（ポンプ、消火栓等

使用）J (64. 2%）の順となっています。

“市役所・役場”では「避難所の開設・運営」が44.3%と最も高く、次いで「情報収集・伝

達と状況の把握J(34. 2%）、「安否確認、被害情報のとりまとめ」（32.1 %）の順となっていま

す。

圏直主紡災組織 時同 時間醐 臼叫 明 日係回答l
回 2~% ＇°器 8拘嶋 ＂思 1醐

要緩謹警の担程＇＂＂＇＂＇

議火栓防氷水樽の位置の怨窪炉3η3

見周仏火災の警戒＇＂＂＇＂＇固＂・＇＇

初期3消火（消火器、ハケツリレー〉弘司m

初期消火師bブ、消火盆等使用＂＂＂＇＂＇

教劫、救出活動~（n=37η

応急手当(n=Jη｝

湾川、沿岸の水位監視＇＂ ＇刀｝

進雑草導＇＂＂＇＂＇

要援軍者の避棄も晋動支盤（n=377)

情報収集ー伝達と状況の抱鍵（叫η｝

安省確認被害情報のとりまとめ＇＂~明

水門陸二うの閉鎖（同町目＇・°＂

水防活動（土のう積みX同 11)

選難所の開段通営（院Z刀〉

7 



＜災害時要援護者の避難支援体制について＞

問22 地域の災害時要援護者に関する情報（氏名・住所・支援を要する理由など）を把握さ

れていますか。 〔いずれか1つを選択］

「把握していなしリが 75.6%と最も高く、次いで「把握Lている」（18.0%）となっていま

す。

回答者数（n=377)

M犯

75.6% 

聞把握している 薗把握していない 口無回答

問 24 盟主Zヱよ皇担重している！と回答された1王にお聞きします。今把握されている災害

時要援護渚について、避難支援の方法（誰が、どのように支援するのか）を具体的に決めてい

ますか。 ｛いずれか1つを選択〕

「決めている」は 22.1%と低く、把握していないも含めた 377分団でみると災害要援護者

の避難支援の方法を決めているのは4.0%だけとなっています。

回答者数（n=68)

2.9% 

J 

臨決めている 鐙決めていない 口無回答

8 



＜消防団のスキルについて＞

問26 自主防災組織や地域住民にアドバイスする能力を向上していきたい内容はありますか。

〔該当するものすべてを選択〕

「初期消火（ポンプ、消火栓等使

用）J及び「AE Dの使い方」が同数

で 52.8%と最も高く、次いで「初

期消火（消火器、バケツリレー）」

(47. 5%）、「心肺蘇生法J(45. 9%) 

のl頃となっています。消火や応急救

護に関する訓練の割合が 5割程度

を占め意識が高い一方で、「安全管

理Jについては、 l割程度と低くな

っています。

回答者数（~371)
総回答数（NoJ.790) 防省

初湖沼火G商火器パケ.，.，レ ) ,. 

初羽消火（ポノプ‘着火柱等使用】

教励賞援材の取調医

数助救出技術

防災倉庫の変後材の取彼

A日の使L晴

心肺養生法

応急手当

妄信号謹者の還義支複方法

土のう読み

安全管理

情報収集伝達

安否確E

HUG（盤霊所運営チム〉

" G【簡易型図上訓練》

その他伽局

毎回答

出 40怖 問

E国

2&6~ 

ご::::J＇日

26..5腎

四

45.9% 

＂綿

24.ll民

出%

24.11福

1制

問27 今後消防団員としてスキルアップじていきたい内容はどのようなことですか。

〔該当するものすべてを選択］

「？自火技術」が 56.2%と最も高 阻害者数｛町＝377)
詑回答敷（Nol.729)

く、次いで「救助・救出技術J 。儲 加古 初需 間

(55. 2%）、「応急手当J(45. 6%) 消火筏術 路銘

の！慣となっています。
救助資機材の取復 ＇＂抽

急劫救出技術 間

防災倉庫の資鎗材の攻銀

AEDの便い方

心肺吉年生法

応急手当 45.~覧

妄援護者の盤護支窪方言去

土のう賛同

安全管理

情報収集伝途

安否確認

その他

無回答

9 
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2-2. 単純集計結果（自主防災組織）

くあなたカ電所属する自主防災組織について＞

問4 あなたの自主防災組織は、どのような組織で構成されていますか0 ) 

〔いずれか 1つを選択〕

「自治会（町内会）やマンションの管理組合と同じ組織」が 56.2%と最も高く、次いで「自

治会（町内会）やマンションの管理組合の中に、独自の自主防災組織がある」（17:8%）、「学

校区などでいくつかの自治会（町内会）等が集合して自主防災組織を作っている」（11.6%) 

の順となっており、自治会（町内会）等との結びつきが強い組織であることがうかがえます。

回答者数（n=2,292)

4.9弘1.7%

562覧

国自治会（町内会）やマンションの管理組合と同じ組織

圏自治会（町内会）やマンションの曹理組合由中に、独自の自主防災組織がある

回学校区などでいくつかの自治会［町内会）等が集合して自主防災組織を作っている

口自治会（町内会）から独立した異なる組織

凶その他

口無回答

問5 あなたの自主防災組織における、代表者の選出方法をお答えください。

〔いずれか 1つを選択〕

「自治会（町内会）の役員（会長等）が、自主防災の代表者を兼任する」が 84.8%と最も

高く、自治会長等の役割の一つに位置づけられているところが圧倒的に多いことがわかります。

回答者数（n=2,292)

09弘

闘自治会（町内会）白役員（会長等）が、自主防災の代表者を兼任する

図自治会（町内舎〕の役員とは別白人を、自主防災の代表者として選任する

回その他

口無回答

10 



問6 あなたの自主防災組織における、代表者の任期をお答えください。

［いずれか1つを選択］

「1年以上2年未満」が46.5%と最も高く、次いで「決まっていない」（18.8%）、「1年未

満J(15. 9%）の順となっています。任期が「3年未満j が全体の 3/4を占め、代表者の任

期は短い周期で変わってしまうところが多いことがわかります。

回答者数（n=2,292)

1.0覧

0.9稲

組 1年未満 圏 1年以上2年未満回2年以上3年未満口3年以上5年未満

図5年以上 阻決まっていない 口無回答

くあなたが所属する自主防災組織の平常時の活動について＞

問7 あなたの自主防災組織で行っている訓練の内容をお答えください。

［該当するものすべてを選択〕

「f自火・放水訓練J(60. 7%) と ｜回答者数（＂司副幻

「避難訓練J(54. 5%）は半数以上

で実施されています。

また、「災害時要援護者の避難支

援訓練jや「図上訓練J、「避難所開

設・運営訓練Jなどの比較的難易度

の高い訓練も 1割以上の組織で実

施されています。一方、「行ってい

ない」という回答も 12.2%を占めて

います。

総回答致（N=ti956) 凶

避難訓緩

災害時田謹霞者の選鐙支盤司鍵

図上訓練

選難所開設乏営訓練

夜間訓練

消火放水訓諌

救出救助司錬

応急救翠訓練

炊き出し訓練

被害情報収集訓縫 l

安否確認訓練

通絡調等を使胤し？と情報伝達訓練

その他

f行ってL、右コい

祭恩答 111協

11 

＇＂対

,.,, 

"" 

4附

出

伺当

関硝

"・" 

間



問B 問7で何らかの訓練を実施していると回答された方にお聞きします。訓練の実施頻度を

お答えください。

〔いずれか 1つを選択〕

r 1年に1回」が 62.2%と最も高く、次いで「1年に2回」（20.6%）、「1年に3回以上J

(7. 5%）の順となっており、実に 90%以上の組織において、年1回以上の訓練が行われてい

ます。

回答者数（n=l,990) 

置 1年に3回以上 鳳 1年iこ2@1 国 1年に1回

口2-3年に1回 四その他 ロ無回答

間10 地域住民の司I糠への参加状況はいかがですか（訓練を複数回実施される場合は、最も

参加者が多い訓練について回答）。 〔いずれか1つを選択］

「役員と一部の住民が参加Jが 47.3%と最も高くなっていますが、半分以上の：住民が参加

している車旦織も全体の 43.1%を占めています。

回答者数（n=1,990)

爾ほとんどの住民が参加 調半分程度の住民が書加 国役員と一部の住民IJ~参加

日主に役員のみが参加 口無回答

12 



問11 今後行いたいと考えている司i糠の内容をお答えください。

〔該当するものすべてを選択〕

問 7で行っている訓練の上位の 回答者数（o=2292) 
韓回答致（N=0,553) 防

「避難訓練J(40. 3%）、「消火・放 選鑑訓練

水訓練J(29. 9o/o）が高い一方で、 災害時妥穫量夏者の霊鐘支袋詰縫

「災害時要援護者の避難支援訓練」 図上訓練

( 30. 0 % ）、 「安否確認訓練」 盟問開設・運堂訓緯

(25. So/o）、「避難所開設・運営訓練j
夜澗訓練

消火・位＂＇訓緯
(23. 1 o/o）など、より幅広く取り組 量出司教助副樟

もうとする意欲的な組織も多く見 応急救護卸！敏

られます。 炊き出し訓練

被害情報収集訓練

安否確認訓鱒

連絡網等を僅南した情報伝達訓練

その他

符Hこない

祭回答

間12 防災訓練以外にどのような紡災活動を行っていますか。

［該当するものすべてを選択］

「備蓄の整備や点検Jが 36.4%

と最も高く、次いで「研修会等の開

催や参加」（29.2o/o）、「災害時要援

護者台帳等の作成」（27.7%）の順

となっています。一方で、「特にな

い」との回答が 17.Oo/oあることか

ら、訓練以外の活動の活性化を図っ

ていく必要があると思われます。

回答者数（o=2,292)

総回答歎（N=5,240) " 

防策マJプの作成

地区型受章計画の作成

建設所運営マニュアルの作成

防災マヱユアルの作成

タウンウ，ツデノグ

災害時蔓鑓震者台帳等の作成

研修会等の開催や霊参加

備蓄の整備や点検

防災仁調する広報紙の作成・配布などの啓発

家屋の耐震化宮家具固定の促進指導

火災報知盤設置の促進指導

地績の巡回‘巡復

特にない

経由答

13 
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問13 今千灸取り組みたいと考えている防災訓練以外の活動はありますか。

〔該当するものすべてを選択〕

「備蓄の整備や点検」が 2i.4% I回答者数何回2
範囲答軍側＝4,556)

と最も高く、次いで「研修会等の開 "' ＂完 4慌 臨

催や参加J (19. 1 %）となっていま

すが、問 12と比べると、「地区避難

計画の作成j、「避難所運営マニュァ｜ 防~マヱュ7＂田作庇

ノレの作成j、「家屋の耐震化、家具回

定の促進・指導JfJ: ('';QI大幅に増え l 研修会等の開催や参加

ており、活動の幅を広げたいと考え

ている組織が多いことがうかがえ

ます。

＜自主防災組織リーダーについて＞

問14 あなた（自主防災組織リーダー）は、平素から地域でどのような活動をしていますか。

〔該当するものすべてを選択〕

「消防団等の関係機関と連携を i回答者数｛同，29Z)

図っている」が30.8%と最も高く、

次いで「地域の防災上問題のある箇

所の把握や改善を行っている j

(29. 6%）、「防災訓練の企画や運営

を千子ってし、る」（29.5%）の順とな

っています。

また、実災害での経験者は少なく、

「特に何もしていない」や「わから

ないj との回答が合わせて 24.2%

あることから、リーダーに対する研

修や活性化に向けた支援が必要と

思われます。

総回答教師司
防災，，闘する知識や技衡をも自主防策組織のメンパーや住昆Jこ

伝えている

地域の防製品曜の踊箇所の把壁や改善を行つ乱、る

災害時要鑑護者の抱提や対時の検討を行ってLる

防災都畿の企画や霊堂を行っている

泊R方毘等の関係犠調との連鎗を回っている

災害が発生した際に権第した経駐がある

税制二何もして山な口
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問 16 県や市町が実施する自主防災組織リーダーを対象とした研修等で学ぶとすれば、何を

習得したいと思われますか〔該当するものすべてを選択〕

「防災に関する基礎知識J 回答者数＇＂＂＇，回目
韓国筈教（N"7.2'5l

" 
酬 』も品

(45: 5%）、「自主防災組織の役割と 紡災I二1筒する纂礎知識 位指

活動J(40. 2%）、［自主防災組織リ 自主防災組絵の役割と活動
＇°＇魁

ーダーの役割」（29.8%）など、基 却綜の企画運営方建

礎的な知識を身につけたいと考え
自主防災組織リーダーの役割 包＂

他組織との連携事例
る人が多い傾向がみられます。また、 防災マつブの作成方法

「災害時要援護者の避難支援方法J タウンウオ3チングの実能方建

などへの関心も高くなっています。
香荏マヱユアルの作成手法

謹鍾持運営の方主
災害時要鐘盛者の還当世話方法

黄櫨材の取り担い

伎昆に対する啓発の手法

組障のま在的方（フ7シリテーウョン能力叩向上）
先進的叫揖組宰例

その他

務＠＇答

＜地域の消防団等との関わりについて＞

問17 あなたの自主防災組織は、地域の消防団とどの程度関わりがありますか。

〔該当するものすパてを選択〕

「地域で 緒に訓練を実施して ｜巨聖書芋件以叩

いるjが 39.3%と最も高くなって

いる一方、「日頃から防災等につい

ての話し合いをしている」は10.2%、

「災害時の役割分担を決めている」

は 9.6%と低く、「地域の消防団員

と面識はあるが、防災について話し

合ったり、 緒に活動したことはな

い」と「地域の消防団員と面識がな

いJという関わりがないと判断され

る回答が合わせて 36.1%となって

います。

盟国答教団＂＇日町

地蜂で諸に訓練を実臆してL喝

同頃泊も防災等三ついての話し合いをしてひる

消防団員を禁ねて＂＇・るメ Jパ泊《いる

災害時の侵割分謀を決めている

訓練仁恩らず、地唆の様々な活動を絡に行、てわる

地域の諮防団員と宙論はあるが．防災について話し合ョたり、
紺こ活動したことま品、

地嘆の消防団員と世穫がない

地壕こi筒紡周が叫、

その他

無回答

15 

附 ＂喝 4鴎

＂・＇ι 

＂尚

＂鴨

＂包

醐



問20 地域の消防団に期待することは何ですか。 〔該当するものすべてを選択〕

「救出・救護に関する知識や技術 回害者数＇＂＝ 2,292)
韓国筈致（N=S,612) 回

＇＂‘ 
40揺 回指

"" を教えて欲しい」（29.8%）、「消火 前提仁関する基礎知能を教えて故しL、
に関する知識や技術を教えて欲し 泊＇＂二関する知 .. や筏僚を教えて欲しい
いJ(29. 0%）など、消防団が得意 救出，教護，，闘する知識や主情を教えて散しい

とする分野への要望が強いですが、 資機材の取級い方法を教えて放しい

一方で f妨災に関する基礎知識を教

えて欲しし＇ J(29. 5%）など、幅広｜ 活動時の安全確保に調するJ←ー＂を教えて敬しい

い知識が求められています。 ｜地域の遭難所ー避艦路・危肢箇所などの情報を教えて故しい

また、「自主防災組織の活動に積｜ 災害時妥緩霞者の道援支揺出迭を教えて欲しい

極的に関わって欲しいJとの声も｜ 自主肪1臣組輔自活動に積極的に関わって敬しい

28.4%を占め、消防団に対する期待 l 地培由行事に事加するなど住民と邸主茸をして歌しい

は大きいものと考えられます。
特にな、

16 



＜役割分担について＞

問21 発災時または発災時に備えるための以下の活動について、次のどの組織が実施するこ

ととなっていますか。〔それぞれの活動について、主に実施することになっている組織を 1つ、

また他に実施する組織があればそのすべてを、数字で回答。どこが実施するのか不明もしくは

決まっていない役割については「未定j を選択〕

“自主防災組織”では「初期消火（消火器、パケツリレー）」が 61.5%と最も高く、次いで

「要援護者の把握」（53.2%）、「避難誘導」（52.3%）の順となっており、比較的自主防災組織

が主になっている活動が多い傾向となっています。

“消防団”では f見回り、火災の警戒Jが 36.7%と最も高く、次いで「初期消火（ポンプ、

消火栓等使用）」（32.9%）、「消火栓、防火水槽の位置の把握」（32.5%）の順となっており、

消火活動のイメージが濃い結果となっています。

“市役所・役場”では「避難所の開設・運営」が 23.9%と最も高く、次いで I；切II、沿岸の

水位監視」（16.8%）、「情報収集・伝達と状況の把握J(13. 8%）の順となっています。

！雇自主防災醐 凶糊園 時間蛸 臼叫 白桔 ロ篠田｜

" ＇°鴻 初揺 ＂覧 醐 100% 

要侵護者の把握（~－2'岨

清火抵抗人水槽の位置の犯握（rF2.292l

見湿り、火災の警婚n戸2292.l 

初期消火G出火器、パケツリレー）仏当日＇＂

初期消火（ポUプ、消火栓等使用）（~'2021

教助教組活動（回目＇＂

応急手当＜•毛,292)

河川、沿岸の水位監視n=.2.2!!2)

選難語専n=2292) 

裏復霞者の盗難活動支援炉型＇＂

情報収集伝達と状況の鱈援（~日目

安否確認被害情報のとりまとめCrF2.2!!Z

水門陸こうの開銀伊之＇＂＂

水防活動〈土のう積み＂＂却＇＂

選簸所の隠設運営（が立2"21

17 



間25 下記の災害リスクについて、そのリスクの度合いを住民に周知していますか。

〔それぞれの項目について、いずれか1つを選択〕

“リスクを周知している”では「洪水による浸水」が 29.6%と最も高く、次いで「火災延

焼」（26.6%）、「津波による浸水」（23.6%）の順となっています。一方、“リスクを周知して

いない”では「火炎延焼Jが62.3%と最も高く、次いで「地震による液状化」（56.2%）、「土

砂災害J(50. 8%）の順となっており、“リスクがない”では「高潮による浸水」が 46.4%と

最も高く、次いで「津波による浸水J(41. 4%）、 f地震による液状化J(23. 2%）の順となって

います。また、火災延焼に対するリスクが最も高いとされ；でいますが、周知はあまりされてい

ない状況や、津波や洪水に対する危機意識が高いことがうかがえます。

・毘知レている 聞周知して1いない aリスクがな山 口無圃答

回 宮蕊
＇＂幅 ＇＂侃

醐 1明

津畿による浸水＇＂戸，，，的

地震こよる務状化作宅＂＇凶

高潮による走水；（n"'2,2ll?)

土砂災害もrF2.2Q?J

洪水による浪水〈時"2,292)

火災延焼伽＂＂＇幻

間26. 地域にある危険箇所や避難所などについて、住民に周知していますか。

〔それぞれの項目について、いずれか1つを選択〕

「避難場所（災害種類別）」及び「避難所（災害種類別） Jについては7割以上が周知している

が、「危険箇所」、「福祉避難所」及び「避難経路」は半数以下となっており、とりわけ「福祉避

難所」の把握については 2割にとどまっています。とのようなことから、避難場所等は周知し

ていても、そこに行くまでの危険箇所や経路はあまり知らされていない状況がうかがえます。

己竺竺f
1醐

危険筒酎n戸え29幻

選霊場所（災害種類別）（隔日四

選議所（災害種頚別〕（師宅，，幻

信徒避箆所併吃.29凶

窓難経臨時.29凶

18 
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＜発災時の活動について＞

問27 発災時の対応を考えた時、あなたの組織に課題はありますか。 ［いずれか1つを選択〕

「あるJという認識が 70.lo/oと半数以上で持たれている 方で、「わからないJとの回答が

24.2%と高い状況になっています。

回答者数（n=2,292)

2.8覧

2.9陥

置ある 園ない 包わからない 目録画筈

問28 問 27で「のある｜と回答された方にお潤きします。それは、どのような課題ですか。

〔該当するものすべてを選択］

組織の課題があると回答した方のうち、「自主防災組織だけの活動では限界があるjが70.3%

と圧倒的に高く、訓練やマニュアルの不足を挙げる人も多いことがうかがえます。

回答者数（n二1,607)

総回答数（N=4,326)

訓練ができていない

マニュアルカ守聖惜されていない

発提時に的確な指示が出せない

活動できる人がいなし、

自主首誕組織だけの活動では限界がある

自主肪盟組織そのものに参加する人がい＂＇い

その他

祭回筈

0% 

0.4% 

w描 40脱 60% BO稲

70.3出
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＜災害時要援護者の避難支援体制について＞

問30 地域の災害時要援護者に関する情報（氏名・住所・支援を要する理由など）を把握さ

れていますか。 〔いずれか1つを選択〕

「把握しているjが60.6%と最も高く、次いで「把握していなしリ（36.7%）となっていま

す。

回答者数（n=2.292)

2.7% 

扇把握している 園把握していない 口無自答

間32 問30で「①把握しているj と回答された方にお聞きします。今把握されている災害

時要援護者について、避難支援の方法（誰が、どのように支援するのか）を具体的に決めてい

ますか。 〔いずれか1つを選択〕

「決めているJは 28.1%と低く、把握していないも含めたえ 292自主防災組織でみると災

害要援護者の避難支援の方法を決めているのは 17.1%にとどまっています。

回答者数（n=1.389)

1.2覧

圃決めている E決めていない 口無回答

20 



問33 間32で rR決めていなしリと回答された方にお聞きします。支援の方法を決められ

ない原因は何ですか。 〔該当するものすべてを選択〕

今把握されている災害時要援護！
緯回答致（N=l.456)

者について、 「支援する人が不足し 協 2蹴 ＂省 問 酬

ている」が 40.3%と最も高く、次 l 支援方法を樟討するきっかげがない｜ lo. .. 

いで「支援方法を検討するきっかけ
支握する人が不足している｜ l位指

がない」（34.8%）、「何をすれば良

いか分からない」（28.8%）の順と
支援！こ品要な覧撞材がな＇＇ I 1 .. 侃

なっており、災害時要援護者支援に 1 何をすれば良いか分からない l Im< 

ついての研修等を充実していく必
自主防史組績の位割となっていない！ 17.•拡

要があるものと考えられます。

：仁
Im略

＜避難所運営について＞

問34 避難所運営マニュアルを作成していますか。 〔いずれか1つを選択〕

「いいえJが 67.9%を占め、マニュアル作成に向けた取組を推進していく必要があること

がうかがえます。

回答者数（n=2.292)

3.4括

67.9祐

厩はい 闘いいえ 田わからない ロ無匝答

21 
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問36 問 34で「①はい！と回答された方にお聞きします。避難所運営マニュアルに基づい

た避難所運営訓練を実施していますか。 〔いずれか1つを選択〕

避難所運営マニュアルを作成じていると回答した方のうち、 「実施している」が 56,7%と

半数以上で、マニZ アノレの活用・検証が行われていますが、まだまだ十分とはいえない状況が

うかがえます。

回答者数（n=356)

337% 
56.7% 

掴実施している 圏実施していない 回わからない 日無回答

間37 悶 34で「②いいえ｜と回答された方にお聞きします。避難所運営マニュアルを作成

していない理由をお答えください。 〔いずれか1つを選択〕

「作成する機会がないjが 33.7%と最も高く、次いで「作り方がわからないJ(26. 7%）、「避

難所運営マニュアルについて初めて知ったJ(12. 9%）の順となっており、避難所運営マニュ

アル作成に向けた働きかけや研修等が必要であると考えられます。

回答者数（n=l.556) 

2.3陥

33.7% 

国必要ないと考えているから
周作り方がわからない
図作成する機会がない

26.7% 

日避難所運営マニュアルについて初めて知つ花
田その他
口無回答

22 



＜防災資機材について＞

間38 あなたの自主防災組織では、どのような資機材を保有していますか。

〔該当するものすべてを選択〕

「避難用（懐中電灯、ヘルメット、

ライフジャケット等）」が 70.8%と

最も高く、次いで「消火用（可搬式

ポンプ、消火器等）J(61.0%）、同

数で「救助用（パール、ジャッキ、

チェーンソ一等）J及び「避難所用

（発電機、投光器等）J (55. 5%）の

順となっています。

一方で、「f青報伝達用（無線機、

トランシーパ等）」（29.9%）、「炊き

出し用（鍋、カセットコンロ等）」

(37. 7%）などは、あまり整備が進

んでいないことがうかがえます。

回答者数【＂＝ 2,292)
韓国答致（N=9,580)

情報伝達用｛架線構、トラン暗ンーパ等｝

消火用（可搬主主ポンプ暗消火器等〕

救助問（パー＂、ジャ vキ、チェーンソー等】

教題用（救急セ・;il-,AED等〉

量産用（憧中電灯、ヘルメットーライフジャヤット等〉

搬送用（担華暗リヤカー等1

部担用（車両ー自転車等）

音 量諜所用（発電提ー投光器等J

抜き出し周（鍋、カセッ卜コンロ等｝

その他

持っていない

無回答

。偏 明

一ぷ

ロ＇・＂覧

ヨm

コ回

＇＂需 蹴

I＂・磁

¥om 

Im" 

1 ..的

1日 成

間39 問38で資機材を1つで卒、保有していると回答された方にお聞きします。保有されて

いる資機材は、どのような災害を想定して整備しましたか。 〔該当するものすべてを選択〕

「地震」が 67.9%と最も高く、 回答者数＇＂＝ 2,085)
韓国筈数（N=<.367) 。省 醐 ＂兎 醐

次いで、「大規模な火事J(30. 3%）、
洪水〈外＊＇＂謹）

「洪水（外水氾濫）J (23. 7%）の）I度 内水氾濫

となっています。ほとんどの組織で 土砂箆害（崖崩れ、土石清ー地調り）
災害をイメージした資機材整備が 地震 ＂＂＇活

行われていると考えられます。
涼2実

大貌援な火事 3叫

夜間の災害

その他

特ヰ二災害をま事定してLザるい

終回筈

23 
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問42 問 38で資機材を 1つでも保有していると回答された方にお聞きします。保有してい

る資機材の取り扱いにかかる訓練をしていますか。 ［いずれか1つを選択〕

「している」が 62.7%と最も高く、次いで「していなし、」（33.8%）となっています。

回答者数（n=2,085)

3.5% 

闘している 国していない ロ無回答

凋43 盟:I2で「①している｜と回答され主主にお聞きします。その訓練は、どのように行

っていますか。 〔該当するものすべてを選択〕

「自組織単独で実施している」が 71.2%と高いが、’消防団を活用しているところも 3割程度存

在します。

回答者数（n=l,307)
総回答数（Nニ1,794)

自組瞳単独で実施している

稽防匝員から取り扱いを教えてもらっている

消防署の職員から取り扱いを教えてもらっている

市町の職員から取り援いを教えてもらっている

その他

O＇‘ 
20略 40% B出 80部

71.Z活

24 



2-3. 比較集計結果

消防団と自主防災組織のアンケートで類似する設問同士を比較し、双方の認識や状況などに

ついて分析を行っています。

0比較1 消防団に期待することについて双方の認識を比較

消防団では「消火に関する知識や技術Jが最も高く、次いで「防災に関する基礎知識ム「自

主防災組織の活動に積極的に関わることj が高く、自主防災組織では「救出・救護に関する知

識や技術を教えて欲ししリが最も高く、次いで「防災に関する基礎知識を教えて欲しし、J、「消火

に関する基礎知識を教えて欲しい」となっており、双方の認識は概ね一致しています。

く間3 （消防団）＞

＜問20 （自主防災組織）＞

回答者数（n=377)

総回答数（N=l'35) 凶

防災に関する墓建知t震を教えること

，首火に闘する銅鐸や鍍衡を教えること

救出数置に関する知識や設衡を教えること

資繊材の取者良い方法を教えるこを

ヨ緯の企画方法を教えること

活動時の安全確保に関するルー凡そ教えること

地媛の還誕出荷遊鍾趨危検笥荷などの情報を教えるとと

従事陪劃援護者¢量達雄~後方迭を教えるとと

車生防災組績の活動＝筏語的こ国めるとと

地域の行事三多加するなど住民との支流をすること

その他＂＇臨

持＂もい＂＇＂

無国笹川河

回答者数＇＂＝＇・＂＂総回答数（N"=Sll12) 

防災に翻する基礎知穫を教えて欲しJい

開

i自火｛二隠する知識や技術を教えて欲しか｝

救出救援こ関する勉捻やま主衝を教えて欲しい 1

賞盤材の忠伎が方迭を教えて習＇＂、

自憾の会廼方法を教えて歓＂＇

言随時の安全確保re隠するA戸ルを教えて欲しい

地緩の選彊所霊童家路危陵箇所などの情報を教えて敏u、

災害苛要主要盛者の霊安E支援方迭を教えて設しい

自主防災組織の諸制二積極的IC関わコて欲しい

地揖の行事』参加するなど後民との交~をして欲u、

その他

特になも、

祭回答
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0比較3 自主防災組j織における課題の有無について双方の認識を比較

自主防災組織の方が、自らの組織に課題があるという認識を持たれています。また、「わか

らない」の項目では、消防団が 32.9%に対し、自主防災組織では24.2%となっており、多くの

消妨団で自主防災組織の課題について認識できていない結果となっています。さらに、自主防

災組織についても、自らの組織の課題を把握できていない現状がうかがえます。

く間5 （消防団）＞ ＜問27 （自主防災組織）＞

割害者数［n=377) 自害者世（刊＝2目2)

.，’‘ ＂略

＂弘

Eこ三E」竺竺 ロ無自答 置ある 阻ない 回わからな1い 竺土」

0比較4 自主防災組織における課題の内容について双方の認識を比較

「訓練ができていなしリ、「マニュアノレが整備されていないJ、「自主防災組織だけの活動では

限界がある」の項目が上位3位を占めており、特に「自主防災組織だけの活動では限界があるJ

l士、自主防災組織で突出して多くなっています。多くの課題があるなかで、自主防災組織が自

らの活動だけでは限界があると感じていることがうかがえます。

＜問6 （消防団）＞

回答者量［o=目的
総回答量（N=477》

訓練がてをてLザ品、

マニュアル•＇墜偏されてL吟誌、

発災時Hニ的確怠鐙元幹が出せ右日

活動できる人がL吋＂、

自主防笈組織だけの活動では援界がある

自ま防災組織そのものに参加する人がいおか

その他

解回答

。弘
＇＂‘ ＇＂略

4包＂品

＜問28 （自主防災組織）＞

回答者数［＂＝ 1.607)

｜韓国筈致［N=4.326) 時 ＂幅 ＇＂略 聞

訓掠ができていない

マニュアルが察偏されてついない

発災時二的確な指示が出せない

活動できる人がい品、

自主防焚組健だけの活動で弛鰻葬がある

自主防史観構そのものに参加する人がいない

その他

26 
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O比較5 消防固と自主防災組織との関わりについて双方の認識を比較

「地域で 緒に訓練を実施しているJ、「自主防災組織役員（消防団員）を兼ねているメンバ

ーがいるJ、「地域の自主防災組織役員（消防団員）とは面識はあるが、防災について話し合っ

たり、一緒に活動したことはない」の項目が上位3位を占めています。双方とも「地域の自主

防災組j織役員（消防団員）とは面識はあるが、防災について話し合ったり、一緒に活動したこ

とはない」と「地域の自主防災組織役員（消防団員）と面識がない」を合わせて 4割程度を占め

ており、伺様¢傾向を示しており、互いの組織と接点を持つ必要があると考えられます。

＜問7 （消防団）＞

」回答者数（，0377〕

l総回答数（No585)

地域で絡に訓練を実施している

日頃から防災等にτ札、ての話し合いをして＇喝

凶 出 4C覧

自主防筑組緩役員を兼ねて耳、るメンバー..いる l 1202包

災害時の役割分担を決めている l ·I•.＜覧

訓練二阪らず、地域の篠々な活動を 緒に行って＂、る

地壌の自主防災口組織役員企箇識はあるが、防袋について置し
合った仇 絡に活動したことはない

池袋の皇室防災組織役員と置識がな川

その他 I

無回答

＜問 17 （自主防災組織）＞

回答者数＇＂＂＇＂＇副
総回答教師＂＇・相同

地慢で絡に訓練を実鑑している

日頃から防災等守二ついての認し合L唱して1いる

消妨図員を兼ねているメンパがいる

災害時の役割分担を決めている

訓鏡｛こ限らず‘地織の様々 な活動を一緒三行っている

地績の3貧防団長と菌援はあるが防笈について話し合ったり、
緒に活動レたことはない

地域の羽防団員と面織がない

地械に消防閏がな山

その他

然回答

。鬼
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0比較7 取り組むべき訓練以外の防災活動について双方の認識を比較

消紡団では「防災＇？ ＇：／プの作成J、「地域の巡回、巡視j、「災害時要援護者台帳等の作成Jが

高く、自主防災組織では「備蓄の整備や点検」、「研修会等の開催や参加j、「家屋の耐震化、家

具回定の促進・指導」が高くなっており、双方の認識は致していない結果となっています。

＜問 9 （消防団）＞

回答者数（o"377)
韓国答数（N=809)

防災マップの作成

防災マニュアルの作成

タウンウオヨチング

災害時妄接聾者会帳等の作成

研修会等の開催や参加

家屋ゆ耐震化‘家具包定の促進指導

火災認知緯設置の促進指導

地績の巡悶巡視

その他

特乙な1、

無回答

" 

12' 

＜間 13 （自主防災組織）＞

回答者数（o=2,292)

総回答数（N=4556)

防災マップの作店主

B色

地区霊安佐計画の作成；

避難所運営マニュアルの生成

防災マニュアルの作成

タウンウォッチング

災害跨要握護者台帳等の作成

研修会等の開催や参加

備審の整備や点検

防災に関する広報畿の作成記布などの啓発

家屋の耐震化家具閤定の促進鐙導

火災報時閣の促進悼と

地綾の巡閲巡視

その他

特記ない

無回答

蹴 4同軍 BC% am混

41.<略

18.o覧

25.2% 

m端

18'覧

＇＂省

加 制 ＂謁 醐

'21.4% 
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0比較8 災害リスクの情報共有について双方の認識を比較

“災害リスグの情報共有”について比較したところ、消防団では半数以上が情報共有できてい

るのに対し、自主防災組織では全ての項目で周知しているが 3割未満で、いずれも周知してい

ないが上回っているという結果となっていますo

＜悶 12 （消防団）＞

b竺竺竺ーる 国情報共有してL恥 口型空j
。略 20% 40弘 60% 80% 1on・届

津波による量水（＂0143) 0.7明

地震による液状化（＂＝ 75) u覧

高潮による，量水（＂＝ 109)

土砂史書 ~1回） 之5%!

洪水による浸水（~-239)

火提韮蜂（”に198) 3.0% 

＜問 25 （自主防災組織）＞

"" 
津波による浸水（＂占＇・＂吃）

地震による譲扶化（γ戸2292)

高淘による浸水（停をia2)

土砂災害（~口9')

洪水による浸水〔~を'92l

火災延焼（＂＂口 92)

園周知している 回周知していない 回リスクJがない ロ祭回答

20需 '°" 凹凶

30. 

'"" 100活

翠翠翻士

宮鐙璽豆



0比較9 危険箇所の情報共有について双方の認識を比較

消防団では全ての項目で6割以上が情報共有できているのに対し、自主防災組織では「避難

場所（災害種類別）J及び「避難所（災害種類別）J以外は、「周知していなしリが「周知して

いる」を上回っており、特に「福祉避難所」については7割以上が周知していないという結果と

なっています。

＜問 15 （消防団）＞

己竺竺己主~情報共有山なL、 ロ祭回答｜

。略 20% 40% 60弘
＇＂極

100'l: 

危険箇所（o＝担9) 1.7刻

避難場所（虫害種類別）（0=317) 50% 

避難所（虫害穣車問）（0=316) 5.1% 

福託避難所（o=¥10) 1.8% 

置業経路（o=179) 28刻

＜問 26 （自主防災組織）＞

己竺竺空 醸していない

。覧 20% 40兎 60% 80% 100~ 

危陵箇聞c~22沼？）

避難場所（提害種類到）（o=2292)

避難所（貰害悪類別）（o"2四2)

福祉避難所＂（ o=2，四幻

避難経路（o=2四2)
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0比較10 発災時または発災時に備えるための活動について双方の認識を比較

「要援護者の把握」、「初期消火（消火器、バケツリレー） J、「応急手当J、f要援護者の避難

活動支援Jは、いずれも自主防災組織が高く、自らの役割と認識している結果がうかがえます。

「消火栓、防火水槽の位置の把握J、「見回り、火災の警戒j、「初期消火（ポンプ、消火栓等

使用J及びf救助、救出活動jは、消防団では自らの役割の意識が高くなっていますが、自主防

災組織でも自らの役割の意識が高く、双方の認識にズレが生じています。また、全体的に自主

防災車郎裁では未定が多く、消防団と比較し、実際の活動が決まっていない状況がうかがえます。

く問 19 c消防団）＞

祖雌 2関 制 間 回 1鵬

時間即刀 2ユ 豆韮i諮問隷山 ·~ E箇附

’S嘱
調此控，酎虫本盟国位置由担恒~可司・目 開~ 山田詩B詞初端

＂‘＇＂ 

見聞－·蜘署酔•m '・" 同 11.1< 明

百

担掘調虫【珊虫罰．バケツリレー）(n~m " 四＂ 口m ＂‘ 

ー

問団

相踊酒虫［ポ＇－＇ 7.調土佐帯佐用拍手押司 •u 山 :12< .. ，.，~·· 
' 佐助＆血菅動俳司•m "' 亀島号，－・・ 回 E 拙

卜

問手1自問 四 幹4岨 ヨ凹 間

ト開 •.• 
… 木町 市 時 出1"i'・ふ 日 回

｝ 岨

四一 .. ''-' 自民E 間 崩

十 ＂省

要..曾旬道監..  支温冷＝刃 ‘3比 17.Z. ＋百五話器i ·~ 出

ト

傾向伝説臨時日 ’.， 宅“h 4 し.：；；；，，，，出；：；，，~，－， ... ，ー一…＂ ;:_,_,_,, 血句 師

ト ，＿，‘ 

自 眠 時 間四まとめ同m Z麗♂山正J言、話器詰t諒 2 働 叫

十 出

相陣日目。閉鎖明 日 i>iiifH- 調・＂ "" 
ト 国間

岡田 知… 鈎S払 叫 間

十 国 ，＿，ヨ

四駒田由回初 予柑 器 一日告＇＂＂：：：！議 $出 •• 

く間 21 （自主防災組織）＞ I .自主一一日間四ロ叫時定口問｜

慣 ~ 制 回 圃 醐

一 一 1説自慢mm叫 日 岨

' •• 
…… 一 < 間 岨 .• 

f 岨

畑 一… 間 •• "・" 叩

十 岨

相期1居止｛肩止里、，t令ヴ＇／ C,.→』＝・司 ...団 山 臥隣

ト 2闘

初仰 向 調雌毎回＠吋 省 四 •• 時 回

ト 間

一 一 ' 飢 1鴨 t[;;. 出 同

ト 叫

時手当同調 J・ 1岨彊；；；－ - 醐 .... 
河川、沿岸田本曲草担，，司n目 " 時 i語Eeii当 l 四 叫

十 •• 
四一＇ 豆留萌防御4

ト

問自由一 ？ 叩一一？加z周苦 P叫 27.1!; 日

ト

山 一… " ;;;r m;;;-;;1；日以 "" 師

ト

安時田傾向壮一 .. 現：，，；・；；高明 "" 
... 

開… ;Dnl1 1帥 師：q,,,; "-" 出

•• 
一一一 口a 叫 相］ 相 市田

一 一 ' 4号1＇＂＇説長； m"''" H.<'i 明
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0比較13 地域の災害時要援護者に関する情報について双方の把握状況を比較

消防団では把握しているが 2割未満に対し、自主防災組織では6割以上を占めており、消防

団と自主防災組織の情報共有ができていないという結果となっています。

＜問 22 （消防団）＞ ＜問30 （自主防災組織）＞

厨害者盤（n=377) 回害者量（n=2292) 

＇＂唱
，，槌

間把穫している 園杷握していない 日無回答 回把握している 回把握して丸、ない 白書展回答

0比較15 災害時要援護者に対する避難支援の方法について双方の状況を比較

双方とも「決めていなしリが 7割程度と高くなっています。

＜問 24 （消防団）＞ ＜問32 （自主防災組織）＞

回答者数（n=68) 図書者世（n=l,389〕

29覧 ＂活

回決めている 困決めて日朝い ロ無回答 E決めている 悶決めてい晶、 ロ籍回答
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